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閉伊川における市民参加型体験学習教材開発と実践
とその効果について

















 平成 20 年 7 月 6 日，7 月 18 日，8 月 24 日，岩手県宮古市において，公募により集まった岩手県内の市
民とともに，教材開発会議を開き，体験型学習教材を作成した。教材は室内探究学習並びに野外学習活動
プログラムである。題材は先行研究に基づき，容易に採集可能で，観察しやすいワカサギを使用した。作










































































主催の下，岩手県，並びに宮古市の後援を受け，「さんりく ESD 閉伊川大学校」を開設した。 
さんりく ESD 閉伊川大学校は，東京海洋大学水圏環境教育学研究室が中心となって水圏環境エデュケー
ターの育成と教材の開発を行い，体系的な教材パッケージの作成を目指す取り組みであり，岩手県宮古市
で，平成 20 年 7 月 6 日（日），平成 20 年 7 月 18 日（金）平成 20 年 8 月 24 日（日）平成 20 年 9 月 7 日

























































20 年以上にわたり，K-8（幼稚園から中学 2 年生）教育向けの MARE プログラムを開発している。 
MARE プログラムは海を利用した体験型科学教育カリキュラムであり，現在約 80 のプログラムが開発
されており，アメリカおよびメキシコで，15,000 人以上の学校の教師によって 300,000 人以上の生徒たち












水圏環境学習会を開催するにあたって，開催日時を平成 20 年 9 月 7 日 9 時から 15 時と設定した。当日
のスケジュールとして，9 時から 12 時まで屋内学習活動を行い，12 時から 13 時まで昼食，13 時から 15
時まで野外学習活動とした。 
屋内学習活動を行う施設として，閉伊川河口部に存在するシートピアなあど（岩手県宮古市臨港通 1-20）
の一室を 7 時から 12 時まで借用した。 
野外学習活動として，13 時から 14 時まで釣りのアクティビティを行い，14 時から 15 時まで，釣りの
アクティビティにより採集した魚のデータ測定，並びに発表を行うこととした。 







平成 20 年 9 月 7 日，水圏環境学習会において，閉伊川大学校の結果により作成された教材について，参



































































11 時 00 分：3 時限目を開始した。 
佐々木により，「閉伊川での研究紹介」が行われた。 
すべてが，仮説をもとに研究が行われていることを紹介。また，同研究室北見達也により，     
ボラの生態紹介書であるボラブックの紹介，配布が行われた。 
13 時 00 分：佐々木により，カキ殻を使った教材の実演と，ラーニングサイクル理論による 
「教材の作成方法」について説明が行われた。 
13 時 40 分：市民により教材作りに向けワークショップが開催された。16 名の参加者は 
4 人ずつ 4 グループに分かれ，約 40 分間のワークショップの後，14 時 20 分から 
ポスターセッションを行った。ポスターセッション後，さらにワークショップを行い， 
教材の題材を再検討し，案をまとめ，再度ポスターセッションによる発表を行った。 
その結果，9 月 7 日に実施可能な学習会として，シーカヤックを用いた環境調査， 
チカとワカサギ大研究，第一堰堤の生態調査が候補として選ばれた。 
 
（２）第 2 回ワークショップの経過 
 第 2 回閉伊川大学校は，平成 20 年 7 月 18 日午後 6 時 30 分に開始した。参加者は 11 名であった。 

























19 時 30 分：作成した教材の説明を行った。 
エデュケーターは，4 つの班に分かれ，班ごとに教材の各セクションの検討と 
実践を担当することを説明した。第 3 回閉伊川大学校が行われる 8 月 24 日は， 
エデュケーターが水圏環境学習会の予行演習を行う旨を説明した。 
作成した教材をセクションの順番ごとに説明した。 
20 時 30 分：割り振られた班ごとに，担当する教材の検討会を行った。 
エデュケーターは水圏環境学習会に向け，担当するセクションの趣旨と内容 
を確認し，より実践的な教材となるように具体的な改善案を提出した。 
21 時 25 分：教材の検討会を終了した。 
21 時 30 分：第 2 回閉伊川大学校を終了した。 




9 時 10 分：第三回閉伊川大学校を開催した。 
作成した教材案を配布し，改善点について説明を行った。 
作成した教材の道具について説明を行った。 
9 時 20 分：参加者が教材案を確認し，発表の準備をするための時間を設けた。 
確認する間に，教材や閉伊川のワカサギ研究に対する質問を受けた。 
参加者は割り振られた教材について内容を確認した。 
11 時 05 分：教材の確認，検討作業を終了した。 
11 時 10 分：エデュケーターによる教材の発表会を開始した。 
セクション 1「科学者になろう！」の発表会を開始した。 
11 時 15 分：ビデオと科学に対する説明を行った。 
11 時 20 分：ワカサギとチカの写真を配布し観察させた。 






11 時 30 分：ワカサギとチカの違いを聞き，二つに分けるアクティビティを行った。 
11 時 40 分：セクション 1 に関する簡単な感想，改善点の発表を行った。 
11 時 50 分：セクション 1「科学者になろう！」の発表会終了。 
12 時 30 分：セクション 2「生き物にはいろんなサイズがある！」の発表会を開始した。 
まず，セクション 1 の説明「科学者について」を行い，学習内容を確認した。 
サイズとは何か問いかけた。ワカサギの大きさについて考えてみるように問いかけ， 
大きさの説明を行った。アクティビティの説明をした。 
12 時 35 分：アクティビティを開始した。 
エデュケーター5 名。子供達 5 名。合計 10 名でアクティビティを行った。 
アクティビティは一回 1 分間で，合計 3 回行った。結果をグラフ化した。 
12 時 40 分：グラフから読み取れることを子供達はポストイットに記入し，発表した。 
      発表時はこちらから積極的に問いかけるようにポストイットを読み上げ，発言を促すように
誘導した。 
12 時 50 分：正規分布の説明を行った。 
12 時 55 分：セクション 2 に関する簡単な感想，改善点の発表を行った。 
13 時 05 分：セクション 2「生き物にはいろんなサイズがある！」を終了した。 
13 時 10 分：セクション 3「教室でワカサギ釣りを科学しよう！」の発表会を開始した。 
アクティビティの説明を行った。 
13 時 15 分：アクティビティを開始した。 
エデュケーター5 名。子供達 5 名。合計 10 名でアクティビティを行った。グラフを作成した。 
13 時 30 分：子ども達はグラフから読み取れることをポストイットに記入し，発表した。 
13 時 40 分：正規分布について説明した。 
13 時 45 分：セクション 3 に関する感想，改善点の発表を行った。 
13 時 55 分：セクション 3「教室でワカサギ釣りを科学しよう！」を終了した。 




14 時 05 分：耳石の写真を配布し，子ども達は 1 年魚の耳石と 2 年魚の耳石を見比べた。 
14 時 10 分：子ども達は耳石の写真を見比べ，読み取れることをポストイットに記入し，発表した。 
14 時 15 分：子ども達の意見から，形や，年輪に関する意見を取り上げた。年輪の説明をした。 
耳石の年輪のスライドを配布し，子ども達は耳石の年輪を確認した。 
14 時 25 分：耳石を配布し，子ども達はルーペによる観察を行った。 
14 時 30 分：セクション４「年齢を調べよう！」の発表会を終了した。 














































するアクティビティ，道具を確認し，実践可能なものとするため討論が 55 分間行われた。 










１班 セクション 1 
・チカとワカサギの比較を行う際，魚の写真だけではわかりにくいため，方眼紙で写真を覆うなどわか
りやすくなるような工夫を加えること。 




3 班 セクション 3 
・釣りのアクティビティの際，釣り竿と餌のくっつきが悪く，うまく釣れないため，改善する事。 











































































平成 20 年 9 月 7 日，水圏環境学習会に参加した児童は小学 2 年生 1 名，小学 3 年生 1 名，小学 4 年生





9 月 7 日  
7 時 40 分：会場準備を開始した。 
9 時 10 分：エデュケーターによる教材の確認を行った。 
子ども達のグループ分け。アイスブレーキングを行った。 
9 時 35 分：セクション 1 を開始した。 
9 時 45 分：アクティビティを行った。 
9 時 55 分：子供達はアクティビティに関して，感じたこと，気がついた事をポストイット 
に記入し，発表した。発表時はこちらから積極的に問いかけるようにポストイットを 
読み上げ，発言を促すように誘導した。 




セクション 1 に関するアンケートを行った。 
10 時 20 分：セクション 2 の準備を行った。 
10 時 25 分：エデュケーターの紹介を行った。 
水圏環境学習会の進行予定の報告を行った。 
10 時 30 分：セクション 2 を開始した。 
10 時 40 分：アクティビティを開始した。 
アクティビティの結果をグラフ化した。 
11 時 00 分：子供達はアクティビティに関して，感じたこと，気がついた事をポストイット 
に記入し，発表した。発表時はこちらから積極的に問いかけるようにポストイットを 
読み上げ，発言を促すように誘導した。 
11 時 05 分：正規分布について説明した。 
   セクション 3 を終了した。 
11 時 10 分：セクション 2 に関するアンケートを行った。 
11 時 15 分：セクション 3 を開始した。 
  アクティビティを開始した。 
11 時 30 分：疑問に考えたことを発表した。 
11 時 40 分：セクション 3 に関してアンケートを行った。 
11 時 43 分：耳石と耳の内部構造の説明を行った。 
11 時 46 分：ワカサギの体構造図を配布し，耳石を探すアクティビティを行った。 
11 時 50 分：耳石の写真を配布し，児童は耳石の年輪の確認を行った。 
11 時 52 分：耳石を配布し，児童はルーペによる耳石の観察を行った。 
11 時 55 分：セクション 4 に関してアンケートを行った。 
12 時 00 分：セクション 4 を終了した。 
13 時 10 分：野外学習開始。 
13 時 40 分：野外学習終了。片づけを行った。 
13 時 50 分：東大海洋研猿渡敏郎博士が水圏環境学習会に関してコメントをし，終了の挨拶を行った。 
14 時 05 分：エデュケーターに関して修了証書の授与を行った。 
























































水圏環境学習会において実施したセクション１～セクション 4 について，1～5 までの 5 段階尺度を用い
てアンケート調査を実施した。集計時には，1，2 を「マイナス評価」，3 を「どちらとも言えない」，４，
５を「プラス評価」とした。 
(ⅰ) セクション 1＜科学者になろう＞ 






















あると言う事が分かりましたか，設問 7：セクション 1 について興味を持ちました
か，設問 8：楽しかったですか，設問 9：難しかったかですか，設問 10：もう一度
参加したいですか 
設問 1 について，5 と回答した児童は 6 名（24％），4 と回答した児童は 8 名，（32％）3 と回答した児


















ついて，5 と回答した児童は 7 名（28％），4 と回答した児童は 5 名（20％），3 と回答した児童は 7 名（28％），
2 と回答した児童は 3 名（12％），1 と回答した児童は 3 名（12％）であった。設問 3 について，5 と回答
した児童は 8 名（32％），4 と回答した児童は 9 名（36％），3 と回答した児童は 4 名（16％），2 と回答し
た児童は 1 名（4％），1 と回答した児童は 3 名（12％）であった。設問 4 について，5 と回答した児童は 6
名（24％），4 と回答した児童は 12 名（48％），3 と回答した児童は 6 名（24％），2 と回答した児童は 1
名（4％），1 と回答した児童は 0 名（0％）であった。設問 5 について，5 と回答した児童は 11 名（44％），
4 と回答した児童は 6 名（24％），3 と回答した児童は 6 名（24％），2 と回答した児童は 1 名（4％），1
と回答した児童は 1 名（4％）であった。設問 6 について，5 と回答した児童は 10 名（40％），4 と回答し
た児童は 10 名（40％），3 と回答した児童は 5 名（20％），2 と回答した児童は 0 名（0％），1 と回答した
児童は 0 名（0％）であった。設問 7 について，5 と回答した児童は 9 名（36％），4 と回答した児童は 4
名（16％），3 と回答した児童は 9 名（36％），2 と回答した児童は 2 名（8％），1 と回答した児童は 1 名
（4％）であった。設問 8 について，5 と回答した児童は 13 名（52％），4 と回答した児童は 4 名（16％），
3 と回答した児童は 7 名（28％），2 と回答した児童は 0 名（0％），1 と回答した児童は 1 名（4％）であ
った。設問 9 について，5 と回答した児童は 4 名（16％），4 と回答した児童は 4 名（16％），3 と回答し
た児童は 3 名（12％），2 と回答した児童は 7 名（28％），1 と回答した児童は 7 名（28％）であった。設
問 10 について，5 と回答した児童は 14 名（56％），4 と回答した児童は 2 名（8％），3 と回答した児童は























(ⅱ)セクション 2 ＜生き物にはいろいろな大きさがある＞ 





















設問 5：楽しかったですか，設問 6：難しかったかですか，設問 7：もう一度参加し
たいですか 
設問 1 について，5 と回答した児童は 19 名（76％），4 と回答した児童は 4 名（16％），3 と回答した児
童は 2 名（8％），2 と回答した児童は 0 名（0％），1 と回答した児童は 0 名（0％）であった。設問 2 につ
いて，5 と回答した児童は 8 名（32％），4 と回答した児童は 5 名（20％），3 と回答した児童は 7 名（28％），
2 と回答した児童は 2 名（8％），1 と回答した児童は 3 名（12％）であった。設問 3 について，5 と回答
した児童は 9 名（36％），4 と回答した児童は 6 名（24％），3 と回答した児童は 5 名（20％），2 と回答し
た児童は 3 名（12％），1 と回答した児童は 2 名（8％）であった。設問 4 について，5 と回答した児童は
10 名（40％），4 と回答した児童は 6 名（24％），3 と回答した児童は 5 名（20％），2 と回答した児童は 4
名（16％），1 と回答した児童は 0 名（0％）であった。設問 5 について，5 と回答した児童は 16 名（64％），
4 と回答した児童は 5 名（20％），3 と回答した児童は 2 名（8％），2 と回答した児童は 1 名（4％），1 と
回答した児童は 1 名（4％）であった。設問 6 について，5 と回答した児童は 5 名（20％），4 と回答した
児童は 6 名（24％），3 と回答した児童は 3 名（12％），2 と回答した児童は 5 名（20％），1 と回答した児



















名（24％），3 と回答した児童は 2 名（8％），2 と回答した児童は 2 名（8％），1 と回答した児童は 1 名（4％）
であった。 
 
(ⅲ)セクション 3 ＜教室でワカサギ釣りを科学しよう＞ 

















図 1－ⅲセクション 3 における各設問に対する参加児童の評価 
設問 1：ワカサギの体長のグラフは二つの山になったことが分かりましたか，設問 2：
二つの山がどうしてできるかが分かりましたか，設問 3：セクション 3 について興味
を持ちましたか，設問 4：楽しかったですか，設問 5：難しかったかですか，設問 6：
もう一度参加したいですか 
設問 1 について，5 と回答した児童は 18 名（72％），4 と回答した児童は 3 名（12％），3 と回答した児
童は 2 名（8％），2 と回答した児童は 1 名（4％），1 と回答した児童は 1 名（4％）であった。設問 2 につ
いて，5 と回答した児童は 13 名（52％），4 と回答した児童は 8 名（32％），3 と回答した児童は 2 名（8％），
2 と回答した児童は 1 名（4％），1 と回答した児童は 1 名（4％）であった。設問 3 について，5 と回答し
た児童は 6 名（24％），4 と回答した児童は 8 名（32％），3 と回答した児童は 8 名（32％），2 と回答した
児童は 2 名（8％），1 と回答した児童は 1 名（4％）であった。設問 4 について，5 と回答した児童は 10
名（20％），4 と回答した児童は 9 名（36％），3 と回答した児童は 4 名（16％），2 と回答した児童は 1 名
（4％），1 と回答した児童は 1 名（4％）であった。設問 5 について，5 と回答した児童は 5 名（20％），4
と回答した児童は 5 名（20％），3 と回答した児童は 6 名（24％），2 と回答した児童は 5 名（20％），1 と



















た児童は 8 名（32％），3 と回答した児童は 4 名（16％），2 と回答した児童は 2 名（8％），1 と回答した
児童は 1 名（4％）であった。 
 
(ⅳ)セクション 4 ＜ワカサギの年齢を知ろう＞ 


















図 1－ⅳセクション 4 における各設問に対する参加児童の評価 
設問 1：耳石はどこにあるか分かりましたか，設問 2：耳石で年齢がわかる事が分
かりましたか，設問 3：耳石による年齢の調べ方が分かりましたか，設問 4：セク
ション 4 について興味を持ちましたか，設問 5：楽しかったですか，設問 6：難し
かったかですか，設問 7：もう一度参加したいですか 
設問 1 について，5 と回答した児童は 18 名（72％），4 と回答した児童は 4 名（16％），3 と回答した児
童は 1 名（4％），2 と回答した児童は 1 名（4％），1 と回答した児童は 1 名（4％）であった。設問 2 につ
いて，5 と回答した児童は 16 名（64％），4 と回答した児童は 4 名（16％），3 と回答した児童は 4 名（16％），
2 と回答した児童は 1 名（4％），1 と回答した児童は 0 名（0％）であった。設問 3 について，5 と回答し
た児童は 15 名（60％），4 と回答した児童は 4 名（16％），3 と回答した児童は 6 名（24％），2 と回答し
た児童は 0 名（0％），1 と回答した児童は 0 名（0％）であった。設問 4 について，5 と回答した児童は 18
名（72％），4 と回答した児童は 4 名（16％），3 と回答した児童は 2 名（8％），2 と回答した児童は 1 名
（4％），1 と回答した児童は 0 名（0％）であった。設問 5 について，5 と回答した児童は 18 名（72％），



















と回答した児童は 0 名（0％）であった。設問 6 について，5 と回答した児童は 8 名（32％），4 と回答し
た児童は 4 名（16％），3 と回答した児童は 5 名（20％），2 と回答した児童は 4 名（16％），1 と回答した
児童は 4 名（16％）であった。設問 7 について，5 と回答した児童は 11 名（44％），4 と回答した児童は





度取り組んでいると思うのか調べるために，1～5 までの 5 段階尺度を用いてアンケート調査を実施した。
集計時には，1，2 を「マイナス評価」，3 を「どちらとも言えない」，４，５を「プラス評価」とした。 
(ⅰ)セクション１ ＜科学者になろう＞ 













































設問 1 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名，（0％）
3 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），2 と回答したエデュケーターは 3 名（100％），1 と回答した
エデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 2 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4
と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデ
ュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 3 について，5 と
回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュ
ケーターは 2 名（66％），2 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），1 と回答したエデュケーターは 0
名（0％）であった。設問 4 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケ
ーターは 1 名（33％），3 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），2 と回答したエデュケーターは 0 名
（0％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 5 について，5 と回答したエデュケー
ターは 1 名（33％），4 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），3 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），
2 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 6
について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），3 と
回答したエデュケーターは 0 名（0％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュ
ケーターは 0 名（0％）であった。設問 7 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答
したエデュケーターは 1 名（33％），3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケ
ーターは 1 名（33％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（4％）であった。設問 8 について，5 と回答
したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），3 と回答したエデュケー
ターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）
であった。設問 9 について，5 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），4 と回答したエデュケーターは
0 名（0％），3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），1

















 (ⅱ)セクション 2 ＜生き物にはいろいろな大きさがある＞ 























設問 1 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 2 名，（66％）
3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），1 と回答したエ
デュケーターは 0 名（0％）であった。設問 2 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と
回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュ
ケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 3 について，5 と回
答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュケ
ーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケーターは 0 名
（0％）であった。設問 4 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケー
ターは 1 名（33％），3 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），
1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 5 について，5 と回答したエデュケーターは 0
名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と





















ついて，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），3 と回
答したエデュケーターは 0 名（0％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケ
ーターは 0 名（0％）であった。 
 
(ⅲ)セクション３ ＜教室でワカサギ釣りを科学しよう＞ 






















設問 1 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名，（0％）
3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答した
エデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 2 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4
と回答したエデュケーターは 1 名（33％），3 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），2 と回答したエデ
ュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 3 について，5 と
回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュ
ケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケーターは 0






















1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 5 について，5 と回答したエデュケーターは 0
名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と
回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。 
 
 (ⅳ) セクション 4 ＜ワカサギの年齢を知ろう＞ 

















図 2－ⅳセクション 4 における各設問に対するエデュケーターの評価 




設問 1 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 1 名，（33％）
3 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），1 と回答した
エデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 2 について，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4
と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），2 と回答したエデ
ュケーターは 1 名（33％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 3 について，5 と
回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュ
ケーターは 1 名（33％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケーターは 0




















1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 5 について，5 と回答したエデュケーターは 0
名（0％），4 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），3 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），2 と
回答したエデュケーターは 1 名（33％），1 と回答したエデュケーターは 0 名（0％）であった。設問 6 に
ついて，5 と回答したエデュケーターは 0 名（0％），4 と回答したエデュケーターは 1 名（33％），3 と回
答したエデュケーターは 0 名（0％），2 と回答したエデュケーターは 2 名（66％），1 と回答したエデュケ





セクション 1 について，設問 1 の「ビデオで科学者の先生が言っていた内容が分かりましたか」につい
て，25 人中 14 人が理解していると答え，設問 2 の「科学者は仮説を立てるところから始まるという事に





しれないと考えることですが，分かりましたか」という設問について，25 人中 17 人が理解を示している。
設問４の「疑問を持つのが大切だという事が分かりましたか」については，25 人中 18 人が理解を示して
おり，設問 1～5 の中で，最も高い値を示している。設問 4 の要因として，エデュケーターが繰り返し説明
をしていたことが挙げられる。設問 5 の「チカとワカサギの区別の仕方は分かりましたか」については 25
人中 17 人が理解していると答えている。具体的なアクティビティの内容理解についての設問に関しては，
セクション 1 の設問 5 のほかに，セクション 3 の設問 1 と，セクション 4 の設問 1，2，3，が挙げられる
が，セクション 1 の設問 5 は，他の設問と比較した場合，理解度が低い。これは，セクション 1 のアクテ
ィビティが，他のセクションのアクティビティとして比較して，難易度が高いためと考えられる。設問 6
の「海には，まだわからない事がたくさんあると言う事が分かりましたか」については 25 人中 20 人が理
解していると答えており，これは設問内容が児童にも想像しやすい既有の概念であるためと思われる。設
問 7 の「セクション 1 に関する興味関心」については，25 人中 13 人が，興味関心があると答え，設問 8
の「楽しかったですか」に対しては 25 人中 17 人が楽しかったと答え，設問 10 の「もう一度参加したい
ですか」に関しては，25 人中 16 人がもう一度参加したいと答えたが，セクション 2，3，4 と比較した場
合，これらの人数は少なかった。 
セクション 2 について，設問 1 の「生き物のサイズの多様性について」は，25 人中 23 人が理解を示し









が正規分布の形になるというのが分かりましたか」についても 25 人中 15 人が理解しているにとどまって
おり，正規分布の理解を高めるためのアクティビティの検討が必要である。設問 4 の「セクション 2 に対
しての興味関心」について，25 人中 16 人が興味関心を示しているものの，セクション 4 と比較すると，
興味関心度が低い。設問 5 の「楽しかったですか」に対して 25 人中 21 人が楽しかったと答えている。ア
クティビティの活動状況を見ていても，確かに餌を食べるゲームは喜んで取り組んでいる様子がうかがえ
たが，設問 4 では，25 人中 16 人が興味関心を示すにとどまっており，アクティビティの楽しさと，設問
4 の興味関心とはつながりが薄い。このことも，アクティビティと，正規分布の概念がうまくつながって
いない結果であると考えられる。 
セクション 3 について，設問 1 の「ワカサギの体長のグラフは二つの山になったことが分かりましたか」
については 25 人中 21 人が理解していると答えており，また，設問 2 の「二つの山がどうしてできるかが
分かりましたか」についても同様に 25 人中 21 人が理解していると答えている。セクション 3 は，セクシ
ョン 2 の正規分布の概念をもとに，実際のデータと比較して考えさせる内容であり，正規分布の概念につ
いて理解が必要であるが，セクション 2 の設問 2 の「正規分布について理解しているか」については 25
人中 13 人が理解していると答えるにとどまっており，セクション 3 の設問 1 と設問 2 の 25 人中 21 人が
理解を示した結果とは大きく異なる。また，設問 4 の「楽しかったですか」に対して，25 人中 19 人が楽
しかったと答えているが，設問 3 の「セクション 3 についての興味関心」については，25 人中 14 人が興
味関心を示すにとどまっており，セクション 2 と同様にアクティビティの楽しさと，設問 4 の興味関心と
はつながりが薄いと考えられる。 
セクション 4 に関して，設問 1 の「耳石はどこにあるか分かりましたか」は 25 人中 22 人が，設問 2 の
「耳石で年齢がわかる事が分かりましたか」については 25 人中 20 人が，設問 3 の「耳石による年齢の調
べ方が分かりましたか」については 25 人中 19 人が理解したと答えており，セクション 2 の設問 1，2，セ
クション 3 の設問１，２，３と比較すると内容の理解度が高い。また，設問 4 の興味関心についても，25
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日時：平成 20 年 9 月 7 日（日） 
   9 時〜15 時 
場所：閉伊川河口域周辺，なあど 

























































チカの写真 各班 4 枚 
ワカサギの写真 各班 4 枚 











































































ワッシャー（直径 3cm 程度） 10 人×10＝1００個 
プラスチックコップ 10 人×１＝10 個 
ピンセット 10 人×１＝10 個 
マグネット 120 個 
黒板 
模造紙（あらかじめヒストグラムを作成するための縦；個数とし０から１間隔で 30 まで，
















 このエビをみんなで捕りましょう。（10 人ずつ，3 回実施する。） 
 たくさん餌を食べると大きくなります。 
 
ステップ 2 ＜成長を調べよう＞ 
 1 つ食べると 1０mm 延びる事にします。 
 さあ皆さんはどのぐらいまで成長したでしょうか？ 
（ワッシャーの数を答えさせ，マグネットを配布する。 






 黒板の模造紙にマグネットを貼り付けてください。（あらかじめ，黒板にグラ   フ用









































釣り竿用割り箸 30 本 
たこ糸 15ｍ， 
マグネット 120 個， 
クリップ 100 個。 
グラフ用紙（セクション） 
ワカサギの写真 100 枚—10cm 以下のものを 3 種類作成しラミネートする。ラミネートした
ワカサギの口の周りにクリップをテープではる。ワカサギの写真の裏にクリップをセロテ
ープで止める。裏にはワカサギの体長データを 10mm 単位で記入する。 




































































とその上に外部形態を覆い被せたもの）・・・各班 1 個  
１年魚と２年魚の耳石写真 ・・・各班各１枚 
上記の耳石写真を書き写した透明シート（年齢記号を分かりやすくするため）・・・1 枚 
























     















仮説をたてて，1 年間毎月 1 度，閉伊川の河口でワカサギを釣り上げて，耳石を観察しまし
た。その結果，耳石は木の年輪のように形成されることが分かりました。 
 ワカサギは春に生まれ，その年の秋に透明な帯が 1 本できます。その後，成長のよい冬
の時期に不透明の帯ができます。そして次の年に成熟し，産卵します。産卵したワカサギ
は，再び河口域に戻り 2 年目の生活に突入します。2 年目になると成長の悪い 4 月から 9
月の間に２つめの透明帯ができます。 
 （例えば，産卵期の 5 月に，閉伊川で採集したワカサギのうち，第 1 透明帯だけを持つ
ものは１年魚，第２透明帯を持つものは２年魚になります） 
 
Application(応用)   
（耳石ケースを配布し）これが，ワカサギの耳石です。5 月の産卵期に閉伊川で採集したも





















テグス ５０ｍ １巻 
サビキ用釣り針 ４０個（予備として 10 個用意） 
バケツ 5 個（各班に 1 個） 
































 質問—１ どのようなことに気がつきましたか？ 
 質問—２ どのようなことに疑問を持ちましたか？ 
 質問—３ どのような仮説を立てましたか？ 
 
＜ステップ６ 班発表＞ 
 班ごとに，上記の内容を発表しましょう。他の班の発表を聞いてどのような事に気がつ
いたり，疑問や仮説を持ちましたか？ 
 
Concept Invention(概念の確信) 
 チカとワカサギは背びれと腹びれの位置が少し異なることで区別することが出来ます。
しかし，区別するためには知識が必要ですし，ある程度の慣れが必要です。そのため，多
くの釣り人はその違いに気がつくことがなく，閉伊川河口にいるものは全てチカだと思っ
ているのです。また，釣る場所や季節，時間帯によってもチカとワカサギの分布に違いが
見られます。 
 
Application(応用) 
 今までチカのみが分布していると言われていましたが，実際によく調べてみると，チカ
の他にワカサギも生息していることが明らかになったのです。それは「あれ？ このチカ
とこのチカは何となく違うぞ！」と気がついたところから始まりました。そうした気づき
が，「もしかしたら，このチカはワカサギかもしれない」という仮説を生み出し，新しい発
見に繋がっていくのです。 
 今回は，チカとワカサギを取り上げましたが，閉伊川にはまだまだ分かっていないこと
がたくさんあるはずです。みなさんで，閉伊川に出かけましょう。そして，五感を使って
いろいろなことに気づき，疑問を持って下さい。気づいたり，疑問を持つことは，科学の
基本です。きっとあたらしい仮説が生まれ，いろいろな発見が生まれるでしょう。 
  
 
 
